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　　　第１章　総則 

第１条（名称及び所在）　本会の名称は北九州市立大学学友会とし、執行機関を北九州市

立大学内に置く。 

第２条（目的）　本会は北九州市立大学学生の自治により学問の自由を確保し、学園の民

主化を期し会員の相互の親睦と学園生活の向上充実を図ることを目的とする。 

第３条（会員）　本会は、北九州市立大学の北方キャンパスに在籍する学生および地域創

生学群の学生をもってこれを構成する。 

第４条（組織）　本会の目的を達成するため、次に掲げる機関を置く。 

 (1)　学生大会　　　　　　　　（第３章第１節） 

(2)　サークル代表委員会　　　（第３章第３節） 

 (3)　中央執行委員会　　　　　（第４章） 

 (4)　特別委員会　　　　　　　（第５章） 

 (5)　体育会・文化会　　　　　（第６章） 

 (6)　附属機関　　　　　　　　（第７章） 

 (7)　学部（学群）別自治会　　（第８章） 

 (8)　クラス会　　　　　　　　（第９章） 

  

第５条（運営の原則）　①　本会の機関及び会員は、規約、規則、細則及び議決機関の議

決を遵守する。 

②　規約に基づく手続きなしに会員の権利及び義務の与奪を行なってはならない。 

第６条（予算管理団体）　①　学友会より予算を分配されている団体を予算管理団体と

し、適正な予算執行のために以下の義務を有する。 

 (1)　予算管理責任者を設置する義務 

 (2)　監査を受ける義務 

②　予算管理団体に関する規定を別に定める。 



　　　第２章　会員の権利及び義務 

第７条（会費）　会員は、所定の会費を納入することによって、均等なる扱いを受ける。

会費は、入会金1,000円とし、入会金・新聞会費を除く学友会費を25,600円とする。た

だし、地域創生学群のうち夜間特別枠の学生は、入会金・新聞会費を除く学友会費を

14,000円とする。 

第８条（会員の権利及び義務）　会員は、次の各号に掲げる権利及び義務を有する。ただ

し、休学及び停学した場合は、第１号及び第２号の権利を有しない。 

(1)　中央執行委員会委員長（以下「執行委員長」という。）、同副委員長及び同書記長 

選挙の選挙権及び被選挙権 

 (2)　クラス会役員選挙の選挙権及び被選挙権 

 (3)　議事を傍聴する権利 

(4)　議事において発言する権利　ただし、議長の許可が無い場合、もしくはその会の出 

席者の４分の３以上の反対がある場合はその限りではない。 

 (5)　規約に定められる機関及びサークルに属し、活動をする権利 

(6)　各機関の役員よりその属する機関について、業務に支障のない限り活動に関して報 

告を求め、かつ、批判する権利 

　　　第３章　議決機関 

　　　　第１節　学生大会 

第９条（学生大会の地位）学生大会は、本会の最高議決機関である。 

第１０条（学生大会の種類）　①　学生大会には、定期大会と臨時大会がある。 

②　定期大会は、各年度各期に開催しなければならない。 

③　臨時大会は、次に掲げる場合、開催される。 

 (1)　(削除)  

 (2)　中央執行委員会が必要と認めた場合 

 (3)　会員の５分の１以上の連署要求があった場合 

第１１条（学生大会の任務）　学生大会は、次の各号に掲げる事項を議決する。 

 (1)　中央執行委員会執行委員の不信任 

 (2)　予算の議決 

 (3)　学友会規約の改正及び修正 

 (4)　各機関の規約、選挙規約及び規則の制定及び改廃 

 (5)　学友会の活動方針の決定 

 (6)　特別委員会及び附属機関の設置 

 (7)　各種承認 

　　①　決算及び各種会計報告 

　　②　学外団体への加入・脱退 

　　③　本会以外の学内団体（同窓会、後援会等）との協約 

　　④　学友会機関の活動報告 

 (10)　中央執行委員会が重要と認めた事項 

 (11)　新聞会及び学部(学群)自治会の準備室の設置又は改廃に関する事項 

 (12)　その他、規則等で定める任務 

第１２条（学生大会の構成員）　学生大会は休学及び停学の会員を除くすべての会員を

もって構成する。 

第１３条（学生大会の成立数及び可決数）　学生大会は、特別の定めがある場合を除き、

４分の１以上の出席をもって成立し、その表決は、出席数の過半数で決する。ただし、

可否同数の場合は議長がこれを決する。 

第１４条（委任状）　学生大会の委任状は成立数の３分の１を超えてはならない。 

第１５条（学生大会に代わる全学投票）　①　議長が学生大会続行を不可能と判断した場



合、会員の直接投票により学生大会の議決に代えることができる。ただし、この投票の

成立数は、休学及び停学の会員を除く会員の３分の１以上とし、有効投票総数の過半数

によって決議されるものとする。 

②　中央執行委員会が臨時学生大会の開催を困難と判断した場合、前項に準じて、学生大

会に代わる全学投票を行うことができる。 

第１６条（学生大会開催の告示）　中央執行委員会は、大会開催の７日前までに学生大会

の予定議題、日時及び場所を告示しなければならない。ただし、臨時大会はこの限りで

はない。 

第１７条（大学当局との取極め）　すべての大学当局との取極めは、原則として事前に学

生大会で報告し、承認を得なければならない。承認を得られなかった場合は、いかなる

場合も無効となる。 

　　　　第２節　第18条から第24条まで【中央委員会に関する規定】削除 

　　　　第３節　サークル代表委員会 

第２５条（サークル代表委員会の地位）　サークル代表委員会は、サークルに関する諸事

項を審議するための議決機関であり、体育会及び文化会にそれぞれ設置する。 

第２６条（サークル代表委員会の種類）　サークル代表委員会には以下の種類がある。 

 (1)　体育会班代表者会議 

 (2)　文化会代表委員会 

第２７条（サークル代表委員会の任務）　サークル代表委員会は、次に掲げる事項を議決

する。 

 (1)　各会の会長の選出 

 (2)　構成団体の予算案査定 

(3)　各会におけるサークルの設置案及び廃止案を文化会総会又は体育会総務へ提出する 

こと 

 (4)　中央執行委員会の諮問に応ずること 

 (5)　その他、各会規約及び規則で定められた任務 

第２８条（サークル代表委員会の構成員）　サークル代表委員会は、次に掲げる議員を

もって構成する。 

 (1)　各会の会長 

 (2)　各会に所属する公認サークルの代表 

 (3)　各会規約で規定された者 

第２９条（議決の制限）　サークル代表委員会は学生大会の議決に反して議決を行なうこ

とはできない。 

第３０条（議決の相違）　サークル代表委員会の議決が学生大会の議決と異なった場合、

サークル代表委員会の議決は無効となる。 

　　　第４章　中央執行委員会 

第３１条（中央執行委員会の地位）中央執行委員会は、本会の最高執行機関であり、本会

を代表する機関である。 

第３２条（中央執行委員会の任務）　中央執行委員会の任務は以下のとおりである。 

 (1)　議決機関議決事項の執行 

 (2)　予算執行の監督 

 (3)　学友会活動の計画・運営 

 (4)　大学当局との交渉及び渉外活動 

 (5)　学友会活動の助成発展を図る活動 

 (6)　予算案の決定 

 (7)  その他、学友会活動に必要な事項 



第３３条（中央執行委員会の権限）　中央執行委員会は任務遂行のため、以下の権限を有

する。 

 (1)　議決機関への議案提出権 

 (2)　執行に関する細則の制定・改廃 

 (3)　附属機関の設置 

 (4)　学生大会の招集 

 (5)　その他、規則等で定める権限 

第３４条（中央執行委員会の役員）　①　中央執行委員会の役員として、次に掲げる執行

委員を置く。 

 (1)　委員長（１名） 

 (2)　副委員長（２名） 

 (3)　書記長（１名）　 

 (4)　専門委員（５名以内） 

②　正副委員長及び書記長は、別に定める選挙規約に従い、同時に選出され、その任期は

約 1 ヵ年間とし、解散学生大会の翌日に始まる 

③　専門委員は、正副委員長の合意に基づき、任免される。 

④　執行委員は、中央執行委員会の任務について、連帯して責任を負う。 

⑤　委員長は、本会を代表し、会員の総意に基づき本会の運営、その他一切の会務を掌握

する。 

⑥　副委員長は、委員長を補佐し、委員長事故ある時、あらかじめ定められた順位に従

い、委員長の職務を代行する。 

⑦　書記長は、委員長を補佐し、書記局を統轄し、中央執行委員会の事務について責任を

負う。 

⑧　専門委員は、委員長を補佐し、中央執行委員会の任務を分担管理する。 

第３５条（削除） 

第３６条（執行会議）　中央執行委員会がその職権を行うのは、執行委員からなる執行会

議によるものとする。 

第３７条（書記局）　中央執行委員会の事務を助けるため、書記局を置く。 

第３８条（中央執行委員会規約）　中央執行委員会に関する規約を別に定める。 

　　　第５章　特別委員会 

第３９条（特別委員会の地位）　特別委員会は公正な学友会活動のために、独立して任務

を遂行する機関である。 

第４０条（特別委員会の種類）　特別委員会は、次のとおりである。 

 (1)　選挙管理委員会 

 (2)　会計監査委員会 

 (3)　第11条第８号に基づく特別委員会 

第４１条（選挙管理委員会）　選挙管理委員会は、学友会の役員を選出する全学選挙の運

営及び議決機関の運営の補助を公明正大かつ円滑に行い、その結果を必ず会員に報告し

なければならない。 

第４２条（会計監査委員会）　会計監査委員会は、学友会財政全般にわたって監査し、そ

の結果を、中央執行委員会及び定期学生大会に報告しなければならない。 

第４３条（特別委員会規約）　特別委員会に関する規約をそれぞれ定める。 

 

　　　第６章　体育会・文化会 

第４４条（体育会及び文化会の地位）　本会の発展と会員の質的向上のために、体育会及

び文化会を置く。 



第４５条（体育会及び文化会の構成）　体育会及び文化会は、体育会総務又は文化会総務

で定める公認サークルで構成される。 

第４６条（体育会会長及び文化会会長の任務）　①　体育会及び文化会に、それぞれ会長

を置く。 

②　会長は、次に掲げる任務を行う。 

 (1)　各会を代表し、会務及び所属サークルを統括すること 

 (2)　代表委員会を招集すること 

 (3)　各会構成団体予算案を決定すること 

 (4)　その他、各会規約等において定められた任務を行うこと 

第４７条（体育会会長及び文化会会長の選出）　会長は、各会の定める規則に従い選出さ

れる。 

第４８条（体育会規約及び文化会規約）　体育会及び文化会に関する規約をそれぞれ定め

る。 

　　　第７章　附属機関 

　　　　第１節　総則 

第４９条（附属機関の地位）　各機関は学友会の諸活動の発展のために附属機関を設置す

ることができる。 

第５０条（附属機関の種類）　①　学生大会の附属機関は、次のとおりである。 

 (1)　大学祭実行委員会 

 (2)　新聞会 

 (3)　第11条第８号に基づく附属機関 

②　中央執行委員会の附属機関は、次のとおりである。 

 (1)　應援団 

 (2)　第33条第３号に基づく附属機関 

第５１条（附属機関の規約）　附属機関に関する規約を別に定める。 

　　　　第２節　大学祭実行委員会 

第５２条（大学祭実行委員会の地位）　学生の自主活動の成果を発表する場を設け、また

普段の研究成果を地域社会に還元するための大学祭運営を中心とする種々の活動を行う

機関である。 

第５３条（大学祭実行委員会の役員の選出）　①　大学祭実行委員会に、次の役員を置

く。 

 (1)　実行委員長 

 (2)　副実行委員長 

 (3)　事務局長 

②　大学祭実行委員会の役員は、別に定める選挙規約に従い、選出される。 

第５４条（大学祭実行委員会規約）　大学祭実行委員会に関する規約を別に定める。 

　　　　第３節　新聞会 

第５５条（新聞会の地位）　平和と民主主義を守り、よりよき学園生活、学問、文化の発

展のため新聞発行を中心とする種々の活動を行う機関である。 

第５６条（新聞会の構成及び会員の取り扱い）　①　本会は北九州大学学生をもって之を

構成する。 

②　本学学生は入学と同時に本会の会員となり、所定の会費を納入し、新聞業務に均等な

る取扱いを受ける。 

第５７条（新聞会の総会）　定例総会は年１回を原則とし、学友会定期学生大会と兼ね

る。ただし、新聞発行の後に紙面反省会をひらく。 

第５８条（新聞会の総会の成立）　総会は学友会規約第13条に基き成立し、その過半数の



賛成で決議する。 

第５９条（新聞会の総会の任務）　総会は活動報告、会計の予算及び決算の承認を学生大

会の承認を得た後に行う。 

第６０条（新聞会の権限）　本会は編集権を有し、その方針は編集局内において決定され

る。 

第６１条（新聞の配布）　新聞は所定の手続きで全会員に配布する。 

第６２条（新聞会の予算）　本会の予算は、新聞会費・運営費及び広告掲載料その他雑収

入をもってこれに充てる。 

第６３条（新聞会費）　新聞会費は１ヵ年500円とし、新聞会費として学友会費と同時に

納入する。 

第６４条（新聞会の役員の選出）　新聞会の役員は、別に定める規約に従い選出される。 

第６５条（学友会と新聞会の関係）　①　新聞会が活動不能となったとき、学友会は新聞

会の権限及び財産の管理を行う。 

②　学友会は、前項活動のために新聞会準備室を設置する。 

③　新聞会準備室が設置された場合、新聞会は休止したとみなす。 

④　新聞会準備室は、本規約第11条第８号に基づく学生大会の附属機関とする。 

第６６条（新聞会規約）　新聞会に関する規約を別に定める。 

　　　第８章　学部（学群）別自治会 

第６７条（学部及び学群別自治会の地位）　学部（学群）別自治会は当該学部生の自治に

より学問の自由を確保し、学園の民主化を期し会員の相互の親睦と学園生活の向上充実

を図る機関である。 

第６８条（学友会と学部及び学群別自治会の関係）　①　学部（学群）別自治会は学友会

の一構成機関であるが、学友会は各学部（学群）自治会の独自性を尊重する。 

②　学部（学群）自治会が活動不能となったとき、学友会は当該学部（学群）自治会の権

限及び財産の管理を行う。 

③　学友会は、前項活動のために当該学部（学群）自治会準備室を設置する。 

④　学部（学群）自治会準備室が設置された場合、当該学部（学群）自治会は解散したと

みなす。 

⑤　学部（学群）自治会準備室は、本規約第33条第３号に基づく中央執行委員会の附属機

関とする。 

第６９条（連絡会議）　学友会は各自治会との意思疎通を図る為連絡会議をもつ。 

第７０条（活動保障）　学友会は各自治会の活動を保障する為に会員１人当り100円を各

自治会へ交付しなければならない。ただし、この交付期間は各自治会が自治会費徴収能

力を確立するまでとする。 

　　　第９章　クラス会 

第７１条（クラス会の地位）　クラス会は大学の定めるクラスごとに設置され、学友会規

約の範囲内で議決し執行する自治組織である。 

第７２条（クラス会の構成員）　クラス会は各クラスの会員をもって構成される。 

第７３条（クラス会の役員）　クラス会の役員は以下のとおりである。 

 (1)　削除  

 (2)　削除 

 (3)　選挙管理委員（若干名） 

 (4)　その他の委員 

第７４条（クラス会の役員の任務）　クラス会の役員の任務は、次のとおりである。 

 (1)　削除  

 (2)　削除 



 (3)　選挙管理委員は、選挙管理委員会に所属する。 

 (4)　その他、設置時にその任務を定める。 

　　　第１０章　規約改正 

第７５条（学友会規約の改正及び修正）　①　本規約の改正は中央執行委員会の発議、も

しくは全会員５分の１以上の連署要求により学生大会で審議され、出席会員の３分の２

以上の同意を得て行われる。 

②　本規約にある団体等の名称に変更があった場合、中央執行委員会が提案し、学生大会

の承認を得て修正される。 

　　　第１１章　補則 

第７６条（年度）　①　本会の年度は、１月１日に始まり、12月31日に終わる。 

②　年度を次のように分ける。 

　　前期　１月１日から６月30日まで 

　　後期　７月１日から12月31日まで 

第７７条（役員）　①　本会の役員は、次のとおりである。 

 (1)　執行委員長、中央執行委員会副委員長、同書記長 

 (2)　選挙管理委員会委員長、会計監査委員会代表委員 

 (3)　体育会会長、文化会会長 

 (4)　大学祭実行委員会実行委員長、同副実行委員長、同事務局長 

 (5)　新聞会長 

②　執行委員長は、各機関の活動の相互調整を行うため、本会役員からなる学友会役員会

議を開催する。 

第７８条（役員の任期に関する補則）　①　役員任期が満了した時に後任者が決定してい

ない場合、後任者が決定するまで暫定的にその職務を果たさなければならない。 

②　補充された役員の任期は前任者の残任期間とする。 

③　役員が会員資格を失った場合、直ちに失職する。 

第７９条　（削除） 

第８０条　（削除） 

第８１条（学友会活動に関する規定）　学友会の諸活動に関して必要な規則、細則を別に

定める。 

第８２条（規定に定める業務）　各会役員は本会規約及び規則、細則の定める業務を遂行

しなければならない。 

第８３条（顧問）　本会活動の質的向上のために、各機関に顧問を置くことができる。 

第８４条（賞罰）　①　本会の発展または事業に特に功労のあったものに対して表彰する

ことができる。 

②　本規約に反し、または本会の秩序を乱し、その他本会の名誉を傷つける行為をなした

ものは罰せられることがある。 

③　賞罰に関する詳細を別に定める。 

 

　　　附　則 

第１条（施行日）　本規約は、1965年（昭和40年）11月19日から施行する。 

第２条（規約の原本）　①　本規約の原本を執行委員長が作成し、中央執行委員会が保管

する。 

②　執行委員長は、本規約の謄本を選挙管理委員会、会計監査委員会、体育会、文化会、

大学祭実行委員会、新聞会に配付する。 

 

　　　附　則（改正施行日） 



本規約は、1995年（平成７年）５月23日から改正施行する。 

 

　　　附　則（改正施行日） 

本規約は、2006年（平成18年）11月24日から改正施行する。 

 

　　　附　則（改正施行日） 

本規約は、2007年（平成19年）６月９日から改正施行する。 

 

　　　附　則（改正施行日） 

本規約は、2008年（平成20年）11月27日から改正施行する。 

 

　　　附　則（改正施行日） 

本規約は、2009年（平成21年）６月５日から改正施行する。 

 

　　　附　則（改正施行日） 

本規約は、2011年（平成23年）11月30日から改正施行する。 

 

　　　附　則（改正施行日） 

本規約は、2018年（平成30年）6月2日から改正施行する。 

 

附　則（改正施行日） 

本規約は、2019年（令和元年）11月28日から改正施行する。 


